			2026第1,2,3 RUTC永遠答えの神の国のやぐら(3)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2026年1月17日　週間祈りカード

	△産業宣教/金土日時代のやぐら49
ヤコブの時刻表(創 26:10-24)
	△RTとTCK伝道学/三つの庭のモデル49
ヨセフのやぐら(創 37:1-11)
	△核心
ヨセフの旅程(創 37:1-11)

	産業人が最もすべき重要なことは何か。多くの人が自分の問題が何かを知らずにいる。それを教えなければならず、皆さんもしなければならない。皆さんが過去の人になってはならない。
□序論_過去に縛られた人々
うつ病患者でないが過去に捕えられた人々が、ある面ではさらに恐ろしい。父親が過去に縛られていれば家中が難しい。
1.霊的な病気、肉体の病気もついてくる。
2.だまされる生活
1)サタン戦略　　2)教会戦略にだまされる。
3)マタ12:26-30サタンが家を建てたようになってしまう。
3.未信者状態
救われておいて。未信者状態のようになって、未信者に仕えなければならない。
□本論_土台
レムナントは持っている考え、過去を完全に祝福の土台にしなければならない。
1.創28:1-24
ヤコブ本人は自分がどれだけ重要な人かわからなかった。じっとしていても受ける祝福を父親をだまして横取りした。エサウがそれを知って殺そうとしたので逃げた。あまりに大変だったので倒れて石を枕にして寝たのだ。そのとき、夢を見たが、はしごとそこを上り下りする主の使い、その上を見ると主が語られた。
1)ともに「わたしはアブラハム、イサクの神だ。わたしがあなたとともにいる」
2)神殿「あなたが横になったところが家（神殿）になる」
3)宣教「多くの人が、民族が、あなたによって祝福される」
2.創31:1-55叔父の家に行った。
1)財産争いになる。
2)ラケルのために20年間、献身した。
3)豊かな人　ヤコブが豊かになるようにされた。世界宣教しなければならないので。
3.創32:23-32
神様が約束されたとおり、豊かな人になって帰ってきた。兄が軍人400人を引き連れて出てきたので、ヤコブが一人で神様の前にいのちをかけて祈りを始めた。そのときに与えられた名前がイスラエルだ。そのときからヤコブの人生が完全に見え始めた。
□結論_未来が見え始める
1.世界教区　2.12部族世界を動かすために12部族を与えられた。
3.創37:1-11ヨセフが世界福音化をするようになる。
△契約は必ず成就する。それゆえ、世界福音化が私とどんな関係があるのか質問すべき。今日が未来だ。神様は世界を生かすことができる産業人として皆さんを呼ばれた。





	□序論_関係ない力
ヨセフは苦難と関係ない力を持っていた。もちろん苦難に勝った。
1.創37:1-11異なる力だ。祈りの力があり、世界福音化のビジョンを持っていた。
2.創39:1-6奴隷に行った時も関係なく力を持っていた。
3.創41:1-38ファラオの前に立ったときも、まったく同じだった
□本論
1.創32:23-32ヨセフは父親ヤコブの契約を知っていた人だ。
1)親の契約-父がだれなのか知っていたのだ。
2)ラケル-ヨセフの母親ラケルは欲が深い人だった。
3)不和-家庭不和があった状況だった。兄弟が12人、母親が4人、複雑になるしかない。
2.創35:1-29
1)ベニヤミンが生まれる
2)母親の死-ベニヤミンが生まれるとき母親が死んだのだ
3)苦しみの始まり-そのためにヨセフはとても大きな答えを受けるようになる。

	3.創37:1-11
1)祈りのやぐら、祈りの旅程、祈りの道しるべ-このときからヨセフに祈りのやぐら、祈りの旅程、祈りの道しるべが建ち始めた。答えと苦難は重要なことではない。神様の契約と計画と成就が重要なのだ。
2)CVDIP -ヨセフは夢の中でもCVDIPが出るほどであった
3)創37:11ヤコブはヨセフの告白を心に留めていた。レムナントは親と祈りが通じて、主のしもべと祈りが通じれば大成する。
□結論_すべてのこと
このときから、すべてのことが答えになる。奴隷に行っても、監獄に入っても答えで、すべてが答えに変わる。答えを受けるレムナントを見ればおとなが見て驚くほどにメッセージが整理されている。レムナントはヨセフのように契約が確実ならば、残りのことはすべて答えとつながる。
	□序論_ 1千弟子がどのように起きるのか。
1.準備された者(7ポイント)が待っている。見つけなさい。この1人がみな生かす。ところで一生の答えを毎日受けるようになる。
2.これをする前に、あらかじめ答えが確かに見える時まで地域に祈り運動、みことば運動を開きなさい。それから、全地域にチームを作って伝道やぐらを建てなさい。
3.特攻隊が出てくる。ヨセフのような人物一人だけ出てきてもかまわない。
1)絶対やぐらCVDIPをあらかじめ持っていた。契約をあらかじめ持っていた。ビジョンをあらかじめ見た。ドリームを24あらかじめ味わった。夢にも現れた。あらかじめ征服した。契約があらかじめ成就したことを持っていた。
2)絶対旅程をヨセフは知っていた。
(1) 237
(2) 5000
(3) TCK、CCK、NCKがいる所に行ったのだ。エジプトに神様が送られたのだ。
3)絶対道しるべ(太陽、月、星がお辞儀をする世界福音化を持っていた)
□本論_これ(序論)を確定したとき、すべてのことは世界福音化の道になる。
牧師は私がどんな特攻隊を見つけ出して、この死んでいく人々を見つけて生かすのか良心的にセッティングしなさい。重職者はどんな祝福を持って、何をすべきなのか確定しなければならない。レムナントヨセフはすでに知っていた。すると終わりだ。
1.創37:1-11難しい中に世界福音化が確実なビジョンとして出てきたヨセフ
2.創39:1-6奴隷でない世界福音化の道であることを知っていたヨセフ。未信者が見て「主があなたのともにおられるのだな」これがレムナントが受ける祝福だ。
3.創40:1-23濡れ衣を着せられて監獄に行ったがものすごい道だった。そこでも総務になった。
4.創41:1-38ファラオに会ったときも、ヨセフは主が王様の夢を解き明かしてくださると言った。
5.創45:1-5兄たちが私を売ったのではなく主が先に遣わされたと告白した。

告白-兄たちは私に悪を謀ったが、神様が私に良いことのための計らいとされた、兄たちの子どもの責任を負うと言った。死ぬ時も自分の遺骨を持ってイスラエルに行けと預言した。

キリストがあるすべての人は宣教師だ。キリストがないすべての人は宣教対象だ。待っている1千の弟子を生かすことを一生にどのようにするのか心より悩んでセッティングしなさい。ヤコブはヨセフ1人を育てたがこのようになった。

	
	△散らされた弟子たち/7∙7∙7のモデル49
散らされた弟子たちの特別やぐら(使 11:19)
	

	
	特別やぐらを始めなさい。

1.祈りで(7やぐら、旅程、道しるべ)味わう絶対やぐらが出てくる。
2.7ポイントが準備されたところへ行く絶対旅程
	3.三つ(再挑戦、再生産、再創造)を成し遂げる絶対道しるべを建てたのだ。

年を取って引退しても、いくらでもこの祝福を味わうことができる。百歳時代、120歳時代がくるので、神様がくださった計画の中に私が入らなければならない。
	

			2026第1,2,3 RUTC永遠答えの神の国のやぐら(3)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2026年1月18日　週間祈りカード

	△区域メッセージ第３週
三位一体の神様が私のやぐら(創 1:27)
	△聖日１部
答えと世界宣教の道は一つしかない(創 22:1-18)
	△聖日２部/レムナントサミット委員会献身礼拝
世界宣教できる人に与えてくださる３経済(創 26:1-24)

	今、苦しい目にあっている人があちこちにたくさんいる。特に自殺しようとする人の75%が青少年だ。私は大変だけれど大丈夫だと考えれば、脳がそのように考える。昼でもとても暑いとき「暑くて死にそうだ」と言えば脳がそのように考えて、自殺したり人を殺す人は死にたいと考えるのでそうなるのだ。
△ある日、自分も知らない間に暗闇のやぐらが建ってしまったのだ。それゆえ、祈れば、三位一体の神様のやぐらを建てるようになって、脳とたましいに刻印される。黙8:3-5を見れば私たちの祈りは御座に刻印される。
□序論
1.私にあるやぐらを変えなさい
2.新しいやぐらを建てなさい。
3.絶対やぐらを建てなさい。このときから答えが与えられ始める。
□本論_絶対やぐら
絶対やぐらというのはなくならないこと、神様がくださることを言う。このやぐらを建てれば答えが始まる。
1.創1:27神のかたちを回復するのだ。
1)暗闇、空しさ、混沌の中にいた。
2)みことばで創造された。
3)創1:28新しい力を与えられた。征服して治めなさい。
2.マタ28:16-20
これを完成されたキリストが復活して、このやぐらを言われた。
1)すべての権威-天と地のすべての権威がわたしに与えられている。
2)ともに-あなたがたといつもともにいる。
3)三位一体の神様-父と子と聖霊の名によってバプテスマを授けなさい
△答えと失敗、病気も目に見えないことから先にくる。
3.使1:1-8最後に与えられた絶対やぐらだ。
1)キリスト-すべての道になるキリスト、すべてを解決されるキリスト。信じるとき刻印される。
2)ただ神の国のこと　
3)ただ聖霊
△今日単に礼拝をささげているように見えるが、このやぐらができている。私たちにはできないが、聖霊が臨むと力ができる。声を出してキリストの御名で続けて祈る必要がある。不思議なことが起こる。人を生かすことが起こる。
□結論
1.ロマ16章-三位一体の神様のやぐらが建てられればロマ16章の人の答えを同じように受ける。
2.隠されていることをくださった。
3.3集中　最高に癒やされる時間、すべての力を回復する集中(朝)、神様の祝福を確認する集中(昼)、答えを見つける集中(夜)、この三つの答えを見つけるということが300%を作る集中だ。
△特に青年たちは一番底に降りて行って、最高に向かって行きなさい。最高に価値があることを見つけ出しなさい。
	□序論
1.重要な三つのこと-分からなければ答えはない。知らなければならず伝えなければならない。
1)あなたが神のようになれば良い。神を信じるな(ニューエイジ、瞑想運動)-暗闇に捕まるようになり、のろいとわざわいが来始めた。
2)ネフィリム時代(フリーメイソン)-サタンが人の中に入ってきて続けてわざわいが臨む。
3)バベルの塔-思想、政策の中に入った。その下にいれば皆死ぬ。
△サタンの権威から出なければならない。出て来なければ答えはない。
2.三つのことから出る道
1)女の子孫が蛇の頭を打つ。
2)箱舟の中に入ってくれば生かされる。
3)わたしがあなたに示す地に行きなさい。この事実をはやく伝えなさい
4)イサクの代わりに雄羊(癒やし、力) -福音を絶対刻印させなければならない。
3.キリストで絶対刻印されなければならない隠された理由
1)暗闇の本質を打ち砕かなければならない。
(1)サタンの12の戦略-ただキリストだけ恐れる。
(2)教会に入り込んだ5つの戦略-雰囲気(みことば)、世論(福音)、世の神、世の支配者、家を建てているサタン
2)暗闇文化が経済になり政治が暗闇文化したがって行く。
3)暗闇の病気
□本論_絶対理由
1.息子の代わりに雄羊-ただの方法
1)創3:15女の子孫がサタンの権威を打つ契約
2)創6:14箱舟の中に入ってくれば生かされる。
3)創12:1のろいの根源地を離れなさい。
2.アドナイ・イルエ-唯一性の祝福
1)創造の前から備えられた祝福　　2)恵みで与えられた祝福
3)ジャン・カルヴァン-すべての人間は滅びている。救われることができる条件はない。キリストの中にだけ救いがある。この恵みを防ぐ者はいない。救われた者を滅ぼす者はいない。
3.あなたによってすべての国々の民が祝福を受ける-わざわいに陥った者を生かさなければならないから行って話しなさい。
1)絶対刻印からなされるべき-本当に死んでいく現場に対する資料を一度見せなければならない。
2)暗闇の組織の中にいるからすべての民を生かしなさい。
3)暗闇伝染病が広がる。サタンに打ち勝った王、祭司、預言者の名によって行きなさい。
□結論
1.質問すること-私にみことばが成就しているのか-伝道運動が起こっているのか
2.危機の時ごとに伝えられた祝福
1)出3:18羊の血を塗る日に解放　2)イザ7:14インマヌエル
3)マタ16:16キリスト
4)使4:12世界中に救いを与える、ほかの名は与えられていないということだ。
3.子どもに伝えること-キリストという御座の絶対やぐらを刻印させなさい
	次世代に何を残すのかは考えてみなければならない。一度は質問しなければならない。
私は世界宣教する者に間違いないのか。その人にはみことばが生きて動く。その人に与えられる3つの経済がある。
3集中-3セッティング-3答えが与えられて、300%が準備されている。それゆえ、祈りなさいというのだ。
□序論_あらかじめすること
1.運命-解放されならず、イサクに伝えなければならない。
1)エデン事件　　2)ノアの洪水　　3)バベルの塔
2.100歳でイサクが生まれた。-契約の民であることを知らせなければならない。
(ロト)(イシュマエル)契約を逃して疑って、続いてのろいが臨んだ。
△信じるときに義と認められる。義を祈るとき、すべてのことを答えると言われた。
3.モリヤの山　福音絶対刻印-暗闇は崩れて、癒やされ始め、祈りもできるようになる。みことばが生きて動いて証人になる。
4.井戸(アブラハムが掘ったすべての井戸がイサクに伝えられる) -経済祝福
5.理由-国々-神様があなたを通して国々を直接救おうとされる
□本論_このときから3つの経済が回復し始める
1.光の経済-300%して光の経済回復することがさらに簡単だ。
1)創13:14-18あなたが見ていることをあなたとあなたの子孫に永遠に与える。
2)創14:14-20メルキゼデクに献げた十分の一-献金は光の経済
3)創15:1わたしがあなたの盾で、非常に大きな報い。
2.RT経済-約束されたので必ず信じなさい
1)農作業-100年(12節)それでこそ世界宣教する。
2)井戸の回復(18節)
3)湧き水の出る井戸(19節) -敵が困らせても根源を得る。
3.宣教経済-なぜまた再び引き続き与えられるのか。世界宣教しなければならないので。
1)別の井戸(18節)をまた掘った。
2)レホボテ(22節)
3)ベエル・シェバ(23-25節)行ったがまた別の井戸を得た。
△レムナントは専門性、現場性、未来性300%になれば動きなさい。光の経済を神様は備えられた。信じて求めたことは受けたと信じなさい。
□結論_最高のRTを育てる教会にしなさい
1.3庭が24ある教会
2.金土日の門が24開かれている教会
3.黙想-多くの人材が祈りができる黙想時代24庭を作りなさい。
4.北朝鮮生かす庭を作りなさい。ほかのことで統一されてはならない。福音で統一されなければならない。
5.Red-Diamond -レムナントが握ってこのチームを作りなさい。
△神様の約束された経済でなければ世界福音化が難しいだけでなく暗闇文化に陥る。3集中、主を待ち望みなさい。御座の力を体験しなさい。300%が出てくる。これがレムナント時代だ。





